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【は じ め に】

　顎関節や咀嚼筋などの筋骨格系の痛みは，顎口腔領域
における非歯原性の痛みの大部分を占めている。この領
域に生ずる痛みは，開閉口運動や咀嚼といった運動機能
を制限することが知られている。運動機能の制限は，患
者さんの生活の質を低下させることに繋がる。よって，
痛みを適切に管理することが重要であり，そのために痛
みと運動との関連を理解する必要がある。
　近年，顎口腔領域の深部組織に痛み刺激を与えるとい
う実験モデルを用いて運動機能に与える影響が報告され
てきた。しかし，その神経機構は完全には明らかにされ
ていない。我々は実験的に与えた痛み刺激が，顎運動機
能を構成する重要な運動であり尚かつその神経回路が比
較的明確な開口反射に及ぼす影響を検討し，その背後に
ある神経機構を考察した。

【方　　　法】

　麻酔を行ったWistar 系雄性ラットを用いた。実験的
痛み刺激として，起炎剤であり選択的に C- 線維を興奮
させるMustard Oil（MO： 20% in mineral oil）を顎関
節 1)・咀嚼筋 2) に投与した。
　顎関節に侵害刺激を与えた動物群：左右側下歯槽神
経を電気刺激し，左側顎二腹筋の筋電図応答として記録

した。動物を ①左側顎関節へのMO（40μl） の投与 ②
MOのVehicle であるMineral oil の投与を行ったグルー
プに分類した。
　咀嚼筋に侵害刺激を与えた動物群：侵害性開口反射を
誘発するために右側下顎切歯歯髄を，非侵害性開口反射
を誘発するために右側下歯槽神経を電気刺激し，誘発さ
れた反射応答を両側顎二腹筋の筋電図応答として記録し
た。動物を ①反復的な反射応答のみ行った ②右側側頭
筋にMO投与を行った ③ Naloxone（opioid 拮抗薬） の
投与を行った ④MO投与後に Naloxone 投与を行った
グループに分類した。
　MO投与前に反復試験刺激を一定時間記録し control
として，MO投与後における反射応答量は control との
比較による相対値によって示した。

【結　　　果】

　顎関節に侵害刺激を与えた動物群：Mineral oil を投与
したグループでは，反射応答量は変化しなかった。MO
を投与したグループでは , 両側下歯槽神経刺激誘発性反
射応答は， MO投与後減弱した後 control のレベルに回
復した （Fig.1）。時間ごとの推移から検討すると， ①反
射応答に２つの減弱ピークが存在し②減弱効果は注入側
刺激誘発性反射応答と非注入側刺激誘発性反射応答間で
有意に異なった。
　咀嚼筋に侵害刺激を与えた動物群：反復的な反射応
答のみ，Naloxone 投与のみ行ったグループでは，反射
応答量は変化しなかった。MO投与を行ったグループで
は，歯髄刺激誘発性反射応答は，MO投与直後強く減弱
し，減弱のピークを迎えた後，時間と共に緩やかに増加
した（Fig.2）。 MO注入非注入側共に誘発された反射応
答の減弱効果は類似していた。下歯槽神経刺激誘発性反
射応答は MO投与後緩やかに減弱した後 , 時間と共に
増加し control レベルまで回復した（Fig.3）。両側に誘
発された反射応答の減弱効果は類似していた。MO投与
後Naloxone 投与を行ったグループでは，歯髄刺激誘発
性反射応答のMO投与による減弱効果は消失した。下
歯槽神経刺激誘発性反射応答のMO注入による減弱効
果はNaloxone の影響を受けなかった。

【考　　　察】

　顎口腔領域の深部組織である顎関節と咀嚼筋（側頭
筋） へのMO投与は，非侵害性刺激（触圧覚などの刺
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激）誘発性開口反射応答を抑制した。このような抑制は，
注入側刺激により誘発された反射応答のみならず，非注
入側刺激により誘発された反射応答においても認められ
た。このことは，MO投与は非注入側からの感覚情報伝
達に対しても影響を与えることが示唆された。
　侵害刺激誘発性開口反射応答はMO投与により抑制
されたが，その効果は非侵害性刺激誘発性開口反射応答
より強く長時間持続した。このことは，両者の反射応答
に及ぼす影響が異なっていることを示唆している。また，
MO投与後のNaloxone 投与により，侵害刺激誘発性反
射応答の抑制効果が拮抗されたことから，反射応答の抑
制には疼痛変調系特に内因性オピオイドが関与している
ことが示唆された。これに対して，非侵害刺激誘発性反
射応答の抑制は拮抗されなかったことから，反射応答の
抑制には内因性オピオイドは関与していないことが示唆
された。しかし，MO投与直後の著しい抑制を除くと，
両者の反射応答の抑制の程度や時間経過は類似していた
ことから，MO投与直後の著しい抑制以後の期間では，
同一の抑制系が関与していることが示唆される。
　深部痛は，開口反射を抑制することから，有痛時の運
動による患部へのさらなる損傷を予防するという機能的
意義が示唆された。これに対して，疼痛変調系（過剰な
痛覚情報の中枢神経系への伝達を制御するという生体自
らが備えている鎮痛機構）が，侵害反射である開口反射
を抑制することは , 本来有害な外来性刺激に対して作用
する防御機構を減弱させる可能性が示唆された。
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【Figure】

Each point represents mean + SD for the muscle in 
the MO injection side and mean ‒ SD for the muscle 
in the MO non-injection side. A horizontal broken 
line represents the mean refl ex amplitude during the 
control period. *: a significant difference was noted 
when the value was compared to control (P<0.05, 

Kruskal-Wallis one-way ANOVA on Rank and Dunn's 
method). A signifi cant diff erence was noted between 
the Ipsilateral-IAN and Contralateral-IAN (P<0.05, 
Mann‒Whitney Rank Sum Test).
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Fig.１　顎関節へのMO投与が下歯槽神経刺激誘発性反射
応答に及ぼす影響

Fig.２　側頭筋へのMO投与が歯髄刺激誘発性反射応答に
及ぼす影響

Fig.３　側頭筋へのMO投与が下歯槽神経刺激誘発性反射
応答に及ぼす影響


